
第３回子ども科学図書館・こども科学館基本構想検討委員会　会議録
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それでは、議事に入りたいと思います。

　議事に入る前に前回同様、第２回の議事録についてご確認いただきたいと思います。皆さんのお手元には、発言内容を確認いただき訂正したものをお配りしています。ざっとお目通しをお願いします。前回同様、非常にフォローされている議事録だと個人的には感じております。特に、ご自分の発言、よろしいでしょうか。あとで気が付いたことがありましたら、また事務局の方にお届けいただくということでこの内容で正式な議事録として承認したいと思いますのでよろしくお願いします。事務局は、最終確認をしたうえで、議事録として県教育委員会生涯学習課及び高知市民図書館のホームページの掲載をお願いします。

　本日は、第２回検討委員会のご意見も踏まえて、式次第にありますとおり、（１）展示のあり方について、（２）活動内容についてという２つの大きな柱についてご議論をいただきます。限られたスペースしかございませんので、この中で、子どもたちの科学に対する芽をどうやって育んでいくのか、これはかなり重要なことだと思います。また、子どもたちをさらに伸ばすためには、どのような活動が必要なのかということについて、ご議論いただきます。どうかよろしくお願いします。

　では、まず、事務局から資料説明をお願いします。
それでは資料の説明をさせていただきます。資料２をご覧ください。資料２の１枚目ですけども、展示内容分類表の例というのがございます。これはインターネットなどの検索サイトで博物館というものを検索いたしますと、生き物、地学、地球科学、宇宙といった大きなテーマのもの、そしてその展示内容というものが掲載されています。一定博物館の中での展示というものの分類といいますか、例としてあげさせていただいております。

　次に２枚目のホッチキス止めの方をご覧ください。前回体験型の展示でかなり取り組まれている科学館というお話がございました。その中で３例あげさせていただいております。まず①札幌市の青少年科学館でございます。こちらの方は、札幌という地域の特性を打ち出した展示内容、人口降雪装置とか低温展示など、そういったものを展示しながら、科学事象の発見とか理解、想像力といったところを参加体験型で育んでいます。そして、また青少年から高齢者までが科学技術の正しい認識や理解、そういったことが体験できるような施設となっています。また五感に訴えるといいますか、そういった能動的な展示物などを配備、設置をしているということです。その例として表裏であります。

　そして１枚めくっていただきますと、次に②福井県児童科学館、エンゼルランドふくいがございます。こちらの方は身近な生活から宇宙までを、「宇宙と科学・なぞときゾーン」そして「自然のしくみ・たんけんゾーン」「人のくふう・はっけんゾーン」の大きく３つのゾーンに分けて展示をされています。１枚めくっていただきますと真ん中にエアコンメカルームというのがございます。これは施設そのものを教材というような形で、施設の空調施設を子どもたちが見ることができるような、そういった工夫などもされております。

　次に右側の③、パナソニックセンター東京、リスーピアというのをあげております。こちらの方は、理数の原理・法則を楽しみながら学ぶことができて、日ごろ学校で学習している勉強とはひと味違った理数の不思議を発見する旅ができるような施設でございます。楽しみながら不思議を感じるクエストフロアーというフロアーと、そしてディスカバリースコープというものを片手に持ちながら光のエイジェントと旅をしていくディスカバリーフロアといった、２つのフロアーがございます。また、ディスカバリーラボとして、実験や工作ができる体験型のスペースもございます。こういった３例をあげさせていただいております。

　次にＡ４の表裏になっています展示内容の例についてのものですけども、これは一番初めにご説明しました博物館の展示内容でインターネットなどで出てくる内容の写真、展示物の例を一部載せさせていただいています。生物とか地学、地球科学、そういったものの写真でございます。

　続きまして資料の３をご覧ください。資料３につきましては、平成16年11月に文部科学省がまとめた学校教育と連携した科学館等での理科学習が児童生徒に及ぼす影響についてといったところから学校教育と連携して成果をあげているものとして、４施設を例にあげております。ふくしま森の科学体験センター、真岡市科学教育センター、京都市青少年科学センター、そして出雲科学館の４つの施設の概要をあげています。これらの科学館は小中学校の理科学習、そして教員研修などを主な事業として行われ、学習対象学年はどこの施設もほぼ小学校３年生から中学３年生まで、そして年に１回はこの科学館で学習をするというような形を取られています。学習内容はそれぞれの学年での理科の学習ということになりますが、月の満ち欠けといった学習や血液の働きとか、振り子の運動、環境学習、そういったものとサイエンスシアターといった形で学習をしています。

　次に資料の４をご覧ください。Ａ３になりますけども、こちらは最近新設また展示内容等を大幅にリニューアルした科学館の例として14施設をあげています。この14施設についてはJSTさん等からご紹介をいただいたといったものです。左側から施設の名前がありますけれども、その横に新設またはリニューアルを示しております。またリニューアルもしくは新設した年度を表記しております。またその右隣の方に設置場所がございます。これはその科学館が郊外にあるのか、もしくは街の中心にあるものか、駅周辺なのかといったところの概略を表記しております。右側の方へ移りまして、右から４番目のところには平成21年10月１日の都道府県の人口を表記しております。そしてその隣りには年間、平成21年度の入場者数を表記しております。そして都道府県人口の１万人当たりの入場者数をその右側に示しております。この表の右下の方に平均として650というのがございますが、この650につきましては、この14施設の人口１万人当たりの平均値ということで650という入場者数ということになります。

　資料５をご覧ください。資料５は前回、科学館の利用見込数というお話がございました。先ほど新設もしくはリニューアルした14施設から得られた都道府県人口１万人当たりの入場者数650人を基にしまして、高知県の人口、平成21年10月１日の段階で76万6,000人という人口で、先ほどの650人を基にして計算をしました。その結果、２の②のところになりますけれども、４万9,790人が利用見込数というふうにあげることができます。３番につきましては、この見込数を集客するための取り組みの方法として、土日もしくは夏の長期休業中に子どもたちが体験できるような体験型の展示であるとか、サイエンスショーといったものが必要ではないかというところで示しております。そして平日は小・中学校の子どもたちが学校教育の一環として科学館を訪れるということ、そしてまた土日については科学教室の実施といったことが考えられるのではないかということです。参考につきましては平成20年度の全国の博物館等の施設の数とその総入館者数を示しています。また高知県では38施設があって、その入館者数を示しています。その下には全国の平均、そして高知県の平均。高知県の１館当たりの、全国に対する高知県の割合としては76.5％ぐらいが、全国の平均利用者数に対しての人数割合ということになろうかという数字でございます。

　簡単ですけれども、以上で説明の方は終わります。
ありがとうございました。ただ今の説明に関しては、後ほど一括して質問をお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。
それでは高知市の方から資料６に基づいて、追手前小学校敷地の土地利用等について、簡単にご説明をさせていただきます。

　この資料は12月７日に行われました第３回新図書館基本構想検討委員会に提出した資料です。既に新聞報道等でもご承知かと思いますので、簡単にご説明させていただきたいと思います。まず説明資料を１枚めくっていただきまして、Ａ３の図面資料も１枚めくっていただきたいと思います。その追手前小学校の敷地ですが、敷地面積が9,813㎡になっております。用途区分等は見ていただくといたしまして、この追手前小学校敷地をつくる予定の街区は、この９月に国土交通大臣の承認を受けました高知市中心商業地区市街地総合再生計画の重点地区となっています。広場の設置や回遊性の向上を目指した動線ということも考えながら、ここの土地利用をイメージしなければならないと考えています。

　今回の県市新図書館等の施設、２の（１）ですが、ご承知のとおり、県市図書館と子ども科学（図書）館と点字図書館の３館の機能整備を行うというものです。施設の面積について、仮置きですが、県市新図書館が13,000㎡、そしてこの子ども科学館と点字図書館、及びプラスαを想定して一旦3,000㎡とし、合計16,000㎡という仮設定で現在考えています。右側の（３）は、その敷地内の施設の配置ですが、工期的に埋蔵文化財調査等々も勘案して、東側のグラウンド部分を想定しています。Ａ３の図面の３ページをご覧ください。追手前小学校敷地に係る機能配置のイメージというものです。東側に新図書館、科学館、点字図書館の３つの機能をもたせた建物を建設したいということです。大体、この建物の敷地として、半分程度を予定しています。合わせて、広場については、当面多目的広場としておりますけれども、全体の敷地の６、７割を今回一体的に整備したいと考えています。回遊性については、動線のイメージを丸と矢印で示している図になります。

　続きまして駐車場・駐輪場等の考え方です。説明資料の３、駐車場・駐輪場ですが、現在の県立や市民図書館にはほとんど駐車場がないため、今回どうするかということになります。なお、市の条例上の設置義務台数は35台程度となっております。この追手前小学校敷地周辺には民間駐車場が200ｍ以内に800台、400ｍ以内に2,000台という民間の駐車スペースがあることが１つの考え方の前提となります。整備手法は３案です。第１案は図面の①を参考にしていただきながら、建物を持ち上げて１階をピロティ化し、そこに駐車スペースを確保すると大体60台程度の台数となります。次に②、これは地下１階を駐車、駐輪スペースとして、地下の自走式の駐車場を想定しています。大体100台程度を予定した案です。最後に３案が建物の横の多目的広場の地下に機械式の駐車設備を設けるというものでして、これも100台程度を予定しています。この３案を図書館の検討委員会でもお示ししたところでして、現在駐車場についてはこの３案を軸に検討を進めたいと考えているところです。私の方からは以上です。
ありがとうございました。これにつきましても、また後ほど質問をお願いいたします。

　それでは、「科学館における展示物の事例」という件についてお話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
前回、展示品によって集客できるものに、どのようなものがあるかということで、事務局でも随分調べていただいて、皆さま方、大体イメージが掴めたかと思うのですが、JSTで本年度から先進科学館事業を始めて、静岡科学館と千葉市科学館を支援しています。この関係で、今日は静岡科学館と千葉市科学館、それから私どもの日本科学未来館の３館でポピュラーな体験型の施設を中心にまとめてまいりました。

　資料１ページ目の下の図をご覧いただきたいと思います。静岡科学館る・く・るでございます。展示面積2,400㎡の館で「みる・きく・さわる」という体験型のものを中心にした館でございます。２ページ目を開いていただきますと、こういうところでよくありますのは、目の錯覚、光、力学を題材にして子どもたちに驚きを与えるものになるわけでございます。例えば上の図にありますようにカプセル型のライドに乗って暗いトンネルに入っていくのですが、周辺の光と模様によって真っ直ぐ進んでいるんですけれど、上がったり下がったりというような錯覚を子どもたちに与えるというようなものであるとか、下にありますように、これは手なんですけど、握ると色が変わるとか、それから凹面鏡を使って架空の手を示して触っても触れないという、そんなことで子どもたちは驚きます。それから右側は「さかさま世界」とありますが、これも目の錯覚を使ったものでございます。「さっかくスクリーン」というのも、これも目の錯覚を使ったもので人気があるようでございます。４ページ目、「ふしぎな音の部屋」ということで、これも音による錯覚を体験させるものです。「まっくら迷路」、人間は目を一番頼りにしているわけですが、それがない状態でどういうことが起こるのかということを体験させています。それから５ページ目の上は「くるくるプロペラ」と書かれていますが、これは下から空気を出してプロペラが飛び上がるわけですけども、プロペラの形によってどういうふうに飛んでいくのかということを試すことができます。

　それから２つ目、千葉市科学館ですが、19年10月に開館したものでございます。６ページをお開きいただきますと、「偏光板トンネル」といいまして、偏光を使って偏光板を挟むと壁がないのに光が反射することによって壁があるように見えるというようなことを体験させたりします。それから下の方は「傾いた部屋」というもので、事務局のご説明の科学館の中にもありましたけれども、部屋を傾けておくと、人間は錯覚でフラフラするんですが、そういうようなことで子どもたちに目の視覚について認識させます。それから７ページ目、上はいろいろな機械の機構の体験のディスプレイ、それから下は例えばジャイロ機構など子どもたちに体験をさせて、理解をさせようという展示物です。これは非常にオーソドックスなものです。

　次の８ページ以降が私どもの日本科学未来館でございます。科学未来館は、比較的大きな施設でございますので、今回全部ご紹介することはできないわけですが、科学未来館の中で体験型で比較的人気のあるものを何点か持ってきております。この「豊穣の海」というのは、どうやって研究者がものを発想して、成果を社会に還元していくかということを、来館者と、コミュニケーターが入って、いろいろディスカッションしながら理解をしていこうというものでございます。絵を見てもよく説明し切れないのでございますが、そういったものだというふうにご理解ください。それから９ページ、「インターネット物理モデル」というものです。インターネットの０と１の信号がどういうふうに信号ラインの中を流れて伝わるのかということを理解させる展示でございます。０と１の信号を白と黒のボールに例えて、文字を０と１の組み合わせにして、そのボールを流していくと受け取り側の所に伝わってその黒白の並びでもって文字が再現されるということが分かるものでございます。それから「エンドクサ」という「生命の科学と人間」・「ともに進める医療」というコーナーにある展示物でございます。これはなかなか分かりにくいのですが、椅子が青い壁の前にありまして、その前にタッチパネルがあります。このタッチパネルに医療の倫理関係のいろいろな質問が出てきまして、その質問に答えると、そういうふうに考えている人がどのぐらいのパーセントいるかということが分かるものでございます。つまりそういうことでだんだん医療倫理について理解をしていくというようなものでありまして、タッチパネルで答えをすると天井につり下げてあります別のディスプレーにその答えに対するパーセンテージが出てきて、自分はどのぐらいこのことを理解しているのかということが分かるものです。最後に10ページでございます。前回プラネタリウムの設置についてご議論がございました。科学未来館にも「ドームシアターガイア」というプラネタリウムと3D映像の映像投影装置を備えたものがございます。112席でございまして、これは非常に人気が高くて、毎日これの予約を取るために朝早くから科学未来館に人が集まってくるというものでございます。入場の時に最初にドームシアターガイアの予約をして、それから中を見て、それで時間に合わせて入っていくという、そんな非常にポピュラーなものでございます。ドーム型のスクリーンを持っていまして、劇場型のシート112席、そういう格好です。そこで上映されておりますコンテンツが下のところにございます。プラネタリウムだけではなくて、立体映像番組「バースデイ〜宇宙とわたしをつなぐもの〜」という自然科学、宇宙に関するもの、それから3Dの大型映像作品「Young  Alive！〜iPS細胞がひらく未来〜」これは生命関係、それから「FURUSATO　〜宇宙からみた世界遺産〜」という地球の歴史、地学関係。そういったコンテンツを用意しているところです。

　それから１枚の資料がございますが、これが巡回展示として開設しているもので、日本未来館では巡回展示として、企画展のうちのいくつかを巡回用にパッケージングして貸し出しています。その中の代表的なものとして３つほどあげています。１つは「68億人のサバイバル展」、これは多くの科学館で使っていただいております。それから「‘おいしく、食べる’の科学展」、「きみのみらい・みらいのきみ」など、いろいろな科学館を回って、それぞれ楽しんでいただいているという内容でございます。なかなか紙の上ではご説明し辛いのですが、ぜひご覧いただければと思います。
ありがとうございました。

　続きまして、「高知自然学校構想」についてのご説明をお願いします。
お手元の黄緑色の資料をご覧いただけますでしょうか。この資料は11月に開催されました全国生涯学習フォーラム高知大会、環境フォーラムの中で、「高知自然学校構想」という形で提言させていただいた内容です。これをつくるにあたりまして、昨年の12月から「高知の子どもたちの人材育成には何が必要なのか」というところを議論してまいりまして、やはり高知県というのは非常に自然環境に恵まれていますし、いろいろ、生き物も含め地質的にも素晴らしいものがあります。そういうものを素材にした人材育成、それも単に耳学というか、通常椅子に座って学ぶ学問だけではなくて、やはり体験型の教育をしていかないと人材育成できないのではないかということで提言させていただきました。

　資料の中の２ページのところに一応指針というところで環境八策として今回、いろんな施策をまとめさせていただきました。一つは自然体験活動の推進、二策として地域振興と産業構造の転換とか、各、八策のネットワークまで書かれています。これを実現するための仕組みとして、やはり高知自然学校という、これは箱物ではなくて教育、要は人材育成のための機能的なものですけど、こういう仕組みをつくっていかなくてはいけないだろうと思います。特に今回、科学館が検討されていますけど、その科学館の中でも先ほど説明がありました理科・数学・科学に関することと同時に、やはり高知県ではむしろ自然環境が、最高の素材、教育素材としてあるわけですから、そういうものを前面に打ち出してそれを学ぶ場をつくっていかなくてはいけないんじゃないかということで提言させていただきました。

資料（提言書）ができるのが少し早く、科学館構想が出てくる前にこの資料が出来上がりましたので、科学館についてはこの提言書の中では触れていませんけど、実は科学館とか美術館とか図書館とか、いろんな所と連携し合いながらネットワークして人材育成をする仕組みを今後つくっていく必要があるんじゃないかということでまとめさせていただきました。やはり高知県は、何度も申しますけど自然環境が豊かです。自然というのはネイチャーで、自然環境ということもありますけど、人間の本性、個性を呼び覚ますような教育というのが必要ではないかと思います。それと同時に論理的な思考とか理数思考も必要です。それらが両面から子どもたちを育成させる環境をつくっていかないといけないのではないかと思います。特に高知の場合は、むしろ子どもの頃から自然環境に親しむ、そういう科学館、博物館的なものをつくるのが１番効果があるのではないかということでこういう提言書をつくった次第です。また、ぜひゆっくりと内容につきましてはご覧いただいて、科学館構想にも反映していただければと思います。以上です。
ありがとうございました。それでは事務局の説明及びお二人の委員からコメントがございましたけれども、これについてご質問がありましたらどうぞご遠慮なく発言をお願いします。発言される方は、お名前を最初にお願いいたします。
すみません。今、静岡と千葉とかいろいろ展示内容のご説明をいただき、非常に興味深い、面白い内容だったのですが、これは例えば子どもさんが１番最初のおどろきスライダーとかでしたら、目の錯覚の原理をつかって楽しめるということなんですけど、参加された子どもさんが、これどうしてだろうと思った時にすぐに疑問が解決できるような仕組みというのはあるのでしょうか。
静岡科学館は、私どもが支援しているのですが、私自身は行ったことがないものですから正確なお答えを今はできません。少し一般化してお答えします。科学館において、こういう体験型のものになりますと、ただ単に置いておいて子どもが「面白いね」、「不思議だね」、「びっくりした」で終わってしまってはいけないので、館の中に専門家が居るということが非常に大切になります。それを私どもではサイエンスコミュニケーターと言っています。ボランティアの人や理系を出た若い人で一般の人に対して科学を分かりやすく話をすることに非常に関心のある方、そういった人たちを科学館に配置しまして、子どもがそういうものを体験した時に質問をし、また子どもから質問を受けて解説をして分からせるということが一般的に行われております。そういうことが非常に大切であると思います。
よろしいでしょうか。他にございませんか。はい、どうぞ。
資料３の学校教育と連携して成果をあげている科学館等の事例という資料を出していただいています。これを見ますと学校関係、小・中学生がたくさん利用していますけれども、この背景は恐らく公的な資金援助、例えばそこまでの交通費を出しているとか、そういったことがないと、遠足等々のほとんどの子どもたちは自腹というか、バス代を払っていますので、そこまで負担が入ってくるとなかなか利用ができません。行くと良いのは分かっていますけれども、特に県立ですから宿毛とか室戸、東洋町辺りからここへ来るのにバス代だけでもかなり掛かると思います。実際、今バスで高知市外に出ると１台で６万ぐらい掛かります。それは近くの野市とか土佐山田とか、そういったところで高知市から出るとその程度掛かるというのが今の相場だと思います。もっと遠方から２時間も３時間も掛けてくるということになると、かなり掛かると思います。これは人数しか示されていませんので、この裏付けになる予算的なものが、もし分かっていれば教えていただきたいと思います。また市・県でこれを利用するために子どもたちのためにということであれば、それなりの予算の裏付けをしていかなければいけないと思いますけども、そのあたりは考えておられるのでしょうか。

２つですね。１つは予算がどれぐらいかけているか、もう１つは今後そういった予算をちゃんと付けていただけるのかどうかということです。良いものをつくったけど、誰も来ない、行けないということでは困ります。以上です。
どうぞ事務局。
この４市につきましては、よく全国の中でも科学館の科学館学習を取り上げてやっている所の４市を調査の対象にあげているということがございます。４市全てに私ども調査をかけているわけではございませんが、その中の出雲科学館の方では出雲市の子どもたちが、この科学館に来られるようにバス代を出しているとお聞きしています。市の方で、出雲市の方がバス代を出して、科学館に定期的に子どもたちがこられる仕組みをつくっているということをお聞きしています。
それではよろしいでしょうか。この委員会でも話が出ましたけど。はい。どうぞ。
すみません。もう１つ質問したと思うのですが。
それにつきましては、そこまで具体的に検討はしてございません。
よろしいでしょうか。この委員会でもちょっと出ましたけども、例えば移動科学館みたいなものだったら郡部の方に、大規模なものは無理ですけども、そういうことも入れてもいいんじゃないかという話は出ましたですね。そういうことも、また内容についてあとで出るんじゃないかと思います。
すみません、今の関連でお尋ねしたいことがあります。先ほどおっしゃった４例のことですが、福島だけ分からないのですけども、あと真岡と京都、出雲はいずれも市です。市レベルです。そして真岡と出雲は確か学習センターとしてつくられた科学館のはずです。これと加えて、私も最近見学したのですけども、徳島県の中川町、初めは中川町、今は阿南市科学館ですが、この３例は学習センターとしてつくられた、つまり授業をすることを前提につくられた科学館のはずです。だからそれは分かるのですが、県レベルでそういう例があるのでしょうか。つまり各県内の学校が年１回ぐらい必ず来るというようなシステムを取っているところがあるのでしょうか。この福島だけは分かりませんが、これがそうなのでしょうか。
そこまでは申しわけございませんが、調査をしておりません。
私の記憶では北九州市に２つあります。１つの方は確か学校に、実は博物館、科学館の方からバスを出して子どもを連れてくるということはやっています。私が知る限りではそういうのがあります。かなり予算的には掛かります。大型の50人かそこら乗れるようなバスを持っているようです。

　他はございませんでしょうか。また、おって出る可能性はありますけども、それでは先に進みたいと思います。

　最初の議事「展示のあり方について」に関してご議論いただきたいと思います。

その前にまずたたき台と言ったら、ちょっと御幣かもしれませんが、副委員長から展示のテーマについて試案が出されておりますので、ご説明をお願いいたします。
展示に関してスペースにも限りがあるということです。それから議論の中で科学技術的なものをメインにしたらどうか、あるいはいわゆるサブプラン的なものにしたらどうかとか、いろいろ意見は出ておりますけれども、ある程度のビジョンというか、案がないとなかなか話がまとまらないかと思いまして、こういうふうな試案、たたき台を作ったわけでございます。

　今日紹介していただいた科学館のある市、県は大抵自然史博物館を持っており、その上に科学館があるわけです。ところが高知県の場合はそういう自然史博物館もないし、科学館も基本的にはないです。小規模な科学図書館はありますけど、唯一県都である高知市にできる科学館であれば、内容的に自然史博物館と科学館のどちらか一方だけではちょっとまずいと思います。子どもたちは可能性を秘めておりまして何に関心を示すか分かりません。自然科学に対する導入というか興味関心への点火役というか、科学する心に火を灯すということができればいいということであって、余り深く１つの分野について追求して網羅したものでなくてもいいんじゃないか、というような点で余り偏らない幅広くということを基本的に考えて、こういう案をつくったわけでございます。

　だんだんご意見が出ていますように、体験的展示を工夫するということでありますが、基本的には３つの分野を入れるべきではないか考えます。１つは高知の自然に関するもの、２つ目に宇宙・地球ということ、それから３つ目に科学技術・産業、この３つの分野があるべきというふうに思うわけです。

　まず１つは、やはり一番身近な自然ということです。小学校の低学年あたりは、やはり身近な自然について１番入りやすいし、とっつきやすいです。多くの自然科学関係で大成をした人、ノーベル賞科学者なども子どもの頃は昆虫少年だったという人が結構多いのです。寺田寅彦もそうです。子どもの頃は高知城で随分カブトムシを捕ったとか、そういうようなことを書き残しておりますけれども、そのように自然は身近にあって、子どもたちに興味を持たせやすいという部分もあります。それで、意見に出ていました郷土理解ということにも繋がり、郷土愛にも繋がっていきます。
高知の自然の特徴などを１つは全体的に提示するようなものができないかと思います。その上で生物の多様さ、豊かさという点でここには昆虫、魚、貝と書いていますが、そういうのを自然の代表するものとして展示します。動物関係だけでも他にも、たくさんありますが、全てをやるわけにはいきません。本県を代表する研究者の、故人になった人もおりますけれども、生涯かけて研究し収集をした標本類がすでにあるわけです。行き先が定まらなくて困っておりますけれども、それらを全て展示するわけにはいきませんが、その中から代表的なものをそれぞれコーナーとして展示をする、関連資料を付けてやる、単に標本を出すだけではなくて、できれば顕微鏡で再度観察ができる仕組みあるいは解剖体験なども交えて工夫してやることが必要だと思います。ただ、そのためにはそれぞれの研究者、あるいは故人の遺族の方が保管をしているものを提供してもらうことが必要になります。それが前提です。そのためにはやはり大事にしているものですから、収蔵施設のきちんとしたものがないと、受け取ることができません。提供してもらうことはできないと思います。しかし燻蒸設備のある収蔵施設を館内に設けると館内のスペースは限りがありますので、これは館外で仕方ないと思いますが、整備していただきたい。これは要望事項としてぜひこの基本構想検討委員会で決議なりしてもらいたいと思います。

　一気になにもかも全部新築というわけにはいかないと思います。とりあえず既存の標本類を安全に保管し、県外へ持っていかれるのを防ぐための施設を確保してもらいたいと思います。そしてそれを館のバックヤードとしての機能を持たせ将来的に順次充実した施設にしていくという方向で何とかできないものかと思います。それは休校になった学校でもいいし、内部改造などして収蔵に足る要件を備えた施設を整備してもらいたいと思います。そしてそのためには、科学館の中にそれを管理できる、標本の扱い方が分かったスタッフが必要だと思います。放りこんだままでというわけにはいきませんので、一応それが管理できる人が必要であると思います。

　それから自然という点では植物とか岩石類、県内には化石の産地などもありまして、横倉山などは全国的にも有名なんですけれども、それはそれなりに越知町とか佐川町には、化石館があります。それから植物であれば牧野植物園もありますので、限られた科学館のスペースには重複を避けて、それら関連施設の紹介コーナーを設けることにして、県の中央部にできる科学館としては情報センターの役目も持ってもらいたいと思います。従って映像か何かで、今テレビカメラが発達しておりますので、横倉山の博物館の状況が映像にできるとか、今はどんな催しをしているとかいうふうなことがすぐ出てくるような紹介コーナーをつくっていただいて、それぞれの植物や化石とかいう部分は、今回できる科学館としては割愛するというような選択的な展示を考えていくことが必要じゃないかと思います。

　それから高知の自然ということでは、環境問題、自然保護に関するテーマで展示を行い、その中には生態系のバランス、絶滅危惧種の問題、増えすぎの問題、現在イノシシやシカの食害等が非常に問題になっていますが、これに関連した展示などを行う。

それから企画展として、この昆虫、魚、貝とかあるいはその他鉱物類とかいろいろあると思いますけれども、既に集められているものだけでも、全部はとてもじゃないが膨大なものになりまして展示できませんので、例えば夏休みに「高知大昆虫展」というような形で、昆虫の特設会場をつくってやるとか、そういうような形で展示をする機会を設けることができるのではないかと思います。しかし、そういうものをやるには収蔵施設がないといけないので、先ほども申しましたように、まず収蔵施設があってのことであります。展示が終わったらまた収蔵施設へ収蔵しなければならないので、出し入れができるぐらいの場所、そんなに遠くない場所でそういう出し入れできるような条件が必要だと思います。以上が、高知の自然の展示です。

次に宇宙・地球ということでは、プラネタリウムがまずは構想の中に入っていますが、プラネタリウム・ミニシアター、これを最大限使ってやることが必要ではないかと思います。その他、今ブラックホールその他新しい映像がどんどん入ってきておりますので、それらの映像やその他の展示、あるいは人工衛星に関すること、科学館によっては、人工衛星の本物の模型みたいなものを置いている所もあります。これらは子どもたちにとって夢に繋がるようなものでありますけれども、そういうようなものが手に入れば、こういうようなものも含めて、太陽系の模型、それからここにフーコー振り子と書いてありますけれども、これなんかは狭い科学館に展示するには非常に単純明快で地球の自転が分かるわけですけれども、瞬時に分かるものではないけれども、場所も取らず単純明快で、今度導入するいろいろな機材がありますけれども、こういう単純明快ということが機材を入れる時の選択の１つの指針になるんじゃないかと思います。その代表的なものにフーコー振り子があると思います。
　それから物理・化学的な現象の原理や法則を理解させることが必要です。今、科学館学習なんかが話題になりましたけれども、やはり原理、法則なんかを目で見、手で確かめてというふうなことができるような装置があって欲しいと思います。引力、重力、電磁波、音波、電気などの原理、法則が理解できるような展示機材の導入も考えてほしいと思います。余りいろいろひねくり回って、原理、法則でない部分を大事にしたら、展示物は場所を取るし、基本的なところを理解させるには説明がかなり必要になってくると思います。できれば単純にこういうものが理解できるようなものが欲しいと思います。

　それからもう１つ、プレートテクトニクスといいますか、最近の非常に発達・進展が著しい部分。南海地震、東南海地震なんかも、本県はまさに災害県でありますから、これなんかのパノラマ化したものとか何か工夫してできないかと思います。あるいは関連の岩石標本など、地震の震源にあった岩石なんかが陸上に上がってきたシュードタキライトといった天然記念物やメランジュ、そういうふうなものが考えられます。

　それから３つ目が科学技術・産業ということで、これはだんだんご意見がありましたように、科学技術の発展に伴う文明機器のブラックボックス化したものを解き明かすような展示ができないかと思います。ロボットなど興味、関心をおこさせる展示、あるいはエネルギー、原子力エネルギーをはじめとしてエネルギーに関する展示、これらについては、県内企業、大学、工専、専門学校なんかの協力をいただいて展示ができるのではないかと思います。先ほど事務局、お二人の委員からからご紹介のありましたような中から展示をするということも考えられます。
本県の利点といいますか、よその県に遅れて科学館ができるというメリットを生かすことがここでできると思います。というのは、よそがやって非常にうまくいっているというようなものを選択できますので、その中で余り大がかりなものは数多くは置けませんし、経費も掛かるという点で、選択すればいいと思います。

　私は千葉市の科学館がなかなかいいんじゃないかと思ったのですが、本日紹介された中には余りなかったですけど、千葉市にはいろいろあって、別に事務局が資料を持っていると思いますけど、いくつか非常に魅力的だと思ったものがあります。そういうようなよそのいいところをもらってくるということができると思います。

　もう１つは、潮江の子ども科学図書館で現在かなりのものを持っておられますので、それらのものを分類もしていただいて、その他、夏休みの研究成果なんかでなかなか面白い、よくできているというようなものを持っていたりしますので、そういうものでどうしても展示したいというものは別にまたコーナーを設ける必要があると思います。

　それから４つ目として、基本的な１・２・３の分野の他に近年、発達の著しい生命科学に関することに関して、話題性に富み、興味関心をおこさせるテーマについて、何か工夫して展示できないだろうかと思います。東京の科学未来館なんかでは、こういうものがあったように思いましたけど、何かちょっと先端科学、生命科学の中から分かりやすく理解できるような、そういうもので展示が工夫できたらいいなと思います。

　あと特設展としては、特設会場、多目的室なんかを利用して、先ほどありましたような科学館連絡協議会その他の巡回展を大いに活用させてもらうことも考えられます。児童・生徒の科学作品展、県内のNPO、その他研究グループなんかにも場合によっては会場を提供して展示していただくことも可能です。それからもう１つ最後に本県出身の科学の先人で日本的、あるいは世界的な寺田寅彦なんかですね、先人の業績に学ぶという点でも、寺田寅彦に関連した展示もいいと思います。それから細川（からくり）半蔵、これは江戸幕府のお抱えの科学の先達であります。今でいえばロボットの走りでありますからくり、本県にもからくり半蔵の研究会というか、そういうグループもあります。そういったものの展示というのも、本県出身の科学の先人ということで考えられます。

大雑把にこのようなイメージで考えていったらどうかというふうに思います。先ほどご紹介のありましたいろいろな機器を使った展示は、非常に面白いし素晴らしいがそういくつも置けないと思います。大きいし、それにあればかりになるとゲームセンターみたいになって、ゲームセンターに遊びにいくという感じになっても面白くないと思います。基本的にはやはり高知の自然ということ、それから宇宙・地球、それに合わせて科学技術といったことを網羅する必要があるのではないかと考えます。余り深くはスペースの関係でできないと思いますけれども、しかしやはり広がりがないと、子どもたちは何に興味を示すようになるか分からないし、というようなことで、こういう案をつくってみました。
ありがとうございました。１番のネックは最初からありますようにスペースの問題、マンパワーの問題、予算の問題があると思います。この中でやはり高知らしさを生かしたものにしたいという意見は以前からありました。今度、科学館なりの特徴をどこに求めるのか、あるいは理科学教育の導入として、どういうものが子どもたちに興味を示してもらえるのか考えていく必要があります。それから簡単にいいますと理科の中でも物理、化学、生物、地学とありますけれども、あるいは情報というのもあります。数学もあるんですけれども、全体を網羅するにはちょっと無理かなと思います。スペースがどうしても限度があります。その中で、じゃぁどうやってやるのか、選択的にやるのか、あるいは何か集中してやるのか、いろんなご意見があると思いますけれども、その辺についてご議論いただきたいと思います。

どなたか、ないでしょうか。はい、どうぞ。
今の副委員長のご意見、私も大変よく考えてくださっているなと思いました。資料４を見ましても非常にスペースの面で、どれも４階建てだったり５階建てだったり、または、あすたむらんどのような広大な敷地を持った公園型であったりとかいうふうになっています。そういう所と今回作ろうとする比較的狭い3,000㎡、それを点字図書館と分けるということですので、非常に限られた面積の中で余り理想的な大きなものを入れてしまうと後で大変困るんじゃないかと危惧します。

　現在の子ども科学図書館では、そういう大きなものはなくて、もう30年は経た小さな鏡の部屋とか体験型のものはあるんですけれども、古びてきたり、子どもが興味を示さなくなったりした場合に、それを撤去することが非常に難しいことです。それから１つの大型の展示物を入れようとすると、大変オリジナルで特別な品物なので高価であるということです。そう易々と交換することは難しいと思います。ですからもう本当によく考えて展示物を選んでいかなければならないと思いますし、先ほど委員長がおっしゃいましたように、各分野を網羅してというのは、とても面積から見て無理なことだと私も思います。

　先ほど、副委員長の方の特設展のところに出ております郷土の偉人に学ぶコーナー、これは子どもたちが自分たちの郷土にこういう素晴らしい人がいて、こういう実績を挙げているというようなことを学ぶ、そして高知県を誇りに思ってもらえるような、そういう展示コーナーはぜひ設けていただきたいと思います。

繰り返しますと、余り大型の、一時は子どもたちの興味を惹くかもしれないけれども、ずっとそれを持続させるようなというか、何回も何回もきて、それをしたいというようなものを選ぶことが大切だと思います。以上です。
ありがとうございました。はい、どうぞ。
収蔵施設のことですけども、館外に設けるということで先ほどご説明もいただいたのですけれど、スペース的に非常に限られているのでなかなかまとまったスペースを取るのは難しいということで館外だと思います。自然史系のことは余り詳しくはないんですけども、安全性とかそういったことが保たれる範囲内での館外が可能なのかどうかということを考えないといけないと思います。それから、どうしても高知県は自然災害が非常に心配な県ですし、最近、防犯のこともありますので、仮に館外というのが敷地内であるのか、あるいは少し離れた所なのかということも考える必要があると思います。離れた所だったら管理できるスタッフの人が常駐しているのかとか、その辺りのことがちょっと心配かなと思ったのですけども、そういう防災・防犯、安全の面ということを考えて、館外ということも１つの方法なのだとは思います。その辺り、予算のこともありますので軽々に言えませんが、ちょっと慎重に考えていただけた方がいいのではないかと思います。
先ほど、いろいろ試案について提示がございましたけれども、やはり全部を一気にやるというのは、これはとても無理な話で、方法としてはある程度中身を変えながらやるという方法は当然あると思います。それから潮江の子ども科学図書館、拝見しますと今すぐこれを展示しないといけないというものもあります。あるいはかなり古くなったものもあります。ただ、捨てるというのはちょっと無理なので、これはやはりどこかに収蔵しておかないといけないという気はします。その辺についてどうでしょう、事務局の方のお考えはあるのでしょうか。
収蔵施設は館内には、大事なものを預かったものをちょっと置くぐらいの小さな収蔵施設は必要だと思いますけれども、やはり標本類等、収蔵するとなると大きなスペースが要りますので、館内あるいは隣接してというのはかなり難しいのではないかと思います。若干、離れておっても運搬にそれほど支障のないぐらいの距離にあって、しかも自然災害で、これは津波が来たら浸水するなどといった所は、これは避ける必要があると思いますし、それからきちっと鍵がかかって管理できれば、それは常時そこに人がいなくてもいいのではないかと思います。人の配置はそこになくても安全に、盗難がないような保管ができればいいと考えます。ただし、物によっては空調が当然必要になってくると思います。そういう部屋が必要です。空調がなくても構わないものもありますけど、空調のきいた部屋が施設の中には一部ないと、それは役に立たないと思います。
収蔵庫問題が焦点の１つに、この間なっております。館内に大型の収蔵庫を設けることはまず事実上できないだろうということは了解事項であります。全然ゼロということはないと思いますけれども、基本的な長期収蔵施設という、大型の空間ということになりますと館外が、ここにも要望事項ということで出されているのはよく分かっております。非常に委員会のご要望ということで、今どこにどうということは準備できていませんけれども、県市で十分協議して、この収蔵問題に取り組んでいきたいというふうに思います。
はい、どうぞ。
収蔵庫が議論の焦点の１つに、この間なっております。館内に大型の収蔵庫を設けることはまず事実上できないだろうということは了解事項であります。全く設けないということはないと思いますが、基本的な長期収蔵施設という大型の空間ということになりますと館外に必要ではないかということで要望事項が出されている趣旨はよく理解しております。委員会からのご要望ということですが、今どこにどうということは準備できていませんので、県市で十分協議して、この収蔵問題に取り組んでいきたいと思います。
ありがとうございました。他にどなたかご意見ないでしょうか。はい、どうぞ。
こういう収蔵施設問題について、国の機関であります国立科学博物館の事例をちょっとご紹介したいと思います。国立科学博物館は上野にございます。随分広い土地があるように見えますが、場所が非常にいいということで、ここを精一杯使うということを優先しています。従いまして、あの敷地の中はほとんど全てが展示場所になっております。従って収蔵施設はほとんどないという状況です。これまで新宿区に収蔵施設を持っておりましたけれども、これも今度引き払って筑波に全て移すことにしています。筑波と上野との間は60kmぐらいあるので、不便といえば不便ですけれども、どれだけお客さんに面白いものを見せるかということを最優先し、多少不便をかこっても収蔵施設は広い所をなるべく確保することを優先するというように、メリハリを付けて運用しております。ご参考になればと思います。
ありがとうございました。
もう一段、展示のあり方と展示の内容について、私の意見ですけど、先ほどの高知自然学校構想でも述べたように、やはり自然を素材とした展示内容等、それが１番重要であるというふうに思います。１番やっていかないといけないことは、子どもたちに、子どもたちの本性とか能力をいかに引き出してくるのかという内容に、やはり私自身はしたいと思っています。科学的なこととか、いろんなことは、それは重要でやっていかないといけないし、また先ほどご紹介のありました錯覚とかいうことも、これも必要ですけど、もっとリアルな真実というもの、これをまず伝えないといけないと思っています。やはりそれには自然環境が一番重要じゃないかなと考えています。もう１つ、展示のあり方でどういうふうに作っていくかですけど、私自身は手づくりで、副委員長さんの試案にもありましたように、各展示をできる限り手づくりで、これは非常に難しいと思います、ただ各機関が連携し合いながら、そういう施設を手づくりでつくっていくというのも１つじゃないのかなと思います。
丁度４年ぐらい前に、東京上野の科学博物館で「黒潮の恵みを科学する」という博物展示をやったのですけど、それも全部手づくりでやりましたし、実際かるぽーとでも、翌年８月に展示しましたけど全て手づくり、体験コーナーも手づくりでやりました。どうしても大きな機械を入れてしまうと、先ほど意見があったように、なかなか一度設置してしまうと動かせないだろうし、非常に管理コストとかかかってくると同時に、多分すぐに飽きてしまいます。飽きられないものにしていく必要性があると思いますし、それはスペースのことを考えるとやはり的確に子どもたちの状況を見ながら、常に変えていかなければいけないと思います。これがやはり重要だと思います。以上です。
ありがとうございました。他にないでしょうか。どうぞ。
前回は所用のため欠席しまして申しわけございません。お話は聞いていますし、それから事務局からの説明等もございましたが、やりたいことを全部出して、それを収容できる箱物をつくるわけじゃございませんので、先ほどおっしゃられたように、何もやりたい、これもやりたい、当然出てくると思います。その中で本当に子どもさんが興味を持って見ていただくもの、逆に興味を持てるようなものを展示し、備えていくしかないだろうと思います。いくらいいものであっても子どもさんが全く興味を示さなかったら意味がないと思うんです、ある意味では。子どもさんが興味を持って、見て触って、極端な例を言えば、今日例示されました静岡科学館ですが、本当にあっというようなあれが出てくると思います。その時に、これも全く思いつきなのですけど、専門の説明する人なんか要らないと思います。ロボットが出てきて説明すればいいのではないでしょうか。こういう発想も必要じゃないかなと思います。何はともあれ、全て教えたい、全て見せたいというのは無理なで、基本は子どもさんに興味を持ってもらうことです。科学についての、理科についての興味を持ってもらうこと、それがスタートだと思いますので、そういうことからある程度、絞り込んでいく必要があるのではないかな、そんなにすごく感じましたので、ちょっと言わせてもらいました。
ありがとうございます。千葉の場合は、先ほどもコメントがありましたけども、千葉県立中央博物館という日本を代表する博物館がございます。その後にできたのが、今度の千葉市の科学館です。といういきさつがあります。高知の場合は両方共にないという状況ですので、ここが１番頭の痛いところです。

自然系をやっているものにとっては、やはり高知県の自然というのはよそにない、すごい自然があるんです。亜熱帯から亜寒帯までの気候があります。これは日本でそんなにはないです。それからものすごい雨が降ります。年間4,300mmぐらいの降雨量があります。これは実は高知県の財産なのです。もう１つは日照量、日照時間の長さです。こういう中で我々も育っているわけです。生活しているわけです。そういうものをもう少し全国に誇れる自然、これは逆にいうと郷土を愛する心というのは、ここから出てくるのではないかと思うんです。そういうことで、最近、今年COP10がありましたけども、生態系サービスという言葉が頻繁に出てきました。これは今まで自分が生きてきた自然と捉えるんじゃなくて、自分を育ててくれた自然というふうな見方に、世界の流れがそんなふうになっているわけです。ですからもう少し子どもたちに、どうしても私としては、自然に親しんで欲しいと思います。もちろん機械的な展示というのは面白いんです。幼稚園の子どもがやっても面白いというのはやはりあります。そういうものは、大きな機械を入れますと後で困ります。でも本当に身の丈に合った原理的な展示というのは、例えばジャイロみたいなのは当然あるわけですね。これは言ったら、どこの科学館にもあるというような、そういう展示は当然必要だと思います。どこに行っても人気があるというのは、これは普遍的に言えばみんなが興味を持ってくれるものだと言えます。そういうものを取捨選択して展示するべきではないかなと、個人的には思っています。

　やはり後は展示を時々変えてやるということしか、もう方法はないのではないかと思います。そのためには私も国立博物館に、自分の学生を送り込んでいるんですけども、どんどん収蔵スペースがなくなっています。本当に、百人町にあったんですけども、建物が一杯になってもうどうしようもないんです。そういうものを、例えば財産としてストックしておくというふうな考えじゃないと、なかなか動かないんじゃないかなという気がします。大きな機械を入れると確かに面白いです。それは主に物理関係の機械です。化学関係の場合はやはり先生が目の前で試験管なりフラスコを振って実験していると、こっちの方がやはりインパクトは強いです。観察にしても、生き物の観察というのはやはり普段使えない顕微鏡、そういうものを揃えておいて、子どもたちがこんなふうにしてやるんだよというのを見て覚えるという方が効果はあるんじゃないかなと思います。

私だけ喋ってもしょうがないんですけど、どなたかご意見ないでしょうか。
限られた3,400㎡、今日初めて面積を示されました。といっても今の科学図書館、実際に500ちょっと切るぐらいのスペースというふうに資料では出されていますけども、実際には３階に研修室とか広いスペースがありますので、見かけよりもあと300から400ぐらいの広さのスペースを、場合によったら使っているという状況があると思います。そういったことも含めて、それでもプラネタリウムを引いても、倍以上のスペースが今の現状の図書館と比べれば大きな広いものができるということになりますので、それはそれで大変ありがたい、嬉しいことだというふうに私自身は捉えています。

今、展示のことを考えて言いますけれども、展示というか来る子どもたちのことを考えると、２つの考え方が出てくると思います。１つは今、いろんな体験を１回限り、または数回で終わってしまうもの、あと今日の資料の７にもありますけど、学習活動として土曜、日曜とか、長期の休みなんかに子どもたちが来て学習をしていくもの、または自分の不思議なこと、また科学工作なんかをしてやっていくもの、自分が体験をしていくもの、そういったものと２通りが、多分このスペースの中にはないと、ただ見て帰るだけになります。プラネタリウムがありますので、４回あれば４回来るわけですけれども、そうではなくて、来て子どもたちが何か手づくりをしてとか、木の実や岩石なんかを手で触って、「あぁ面白いな」とか、「こんな見方ができるんだ」とか、そういった体験をするスペースも必要ではないかなと思います。単に行って見て帰るというだけでは、「あっ、面白かったね」で終わりはしないかと思います。そういったことよりも、もっともっと興味を持って、「もう１回行ってあそこで、この前うまくできなかったけど、もっと飛ぶロケットをつくってみたい」とか、「紙ひこうきを飛ばしてみたい」とか、そういった心を育てていかないと長続きしないんじゃないかなと思います。そういう意味でやはりスペースをうまく分けて、展示とまた別の学習ができるようにするのも必要じゃないかなと思います。
ただ今、ご意見いただきましたが、この試案として提案しましたのは、展示会場として設定される部分が１番スペース的にはまとまったスペースとして広いだろうから、そこの中身をどうするかということの提案でございまして、先ほどご意見をいただいたように、工作室、これは絶対必要だと思いますし、それから実験室、工作室、これは中身はいろいろに千変万化、いろんなテーマを入れ替え差し替えやれますので、それは当然、別に館内には設置するという前提のもとに、展示スペースについての案でございます。だから工作室、実験室、これは当然別に準備をする必要があると思います。
実験室、工作室については前回、前々回の議論で必要だということを認めております。後はどれぐらいの面積になるかまだ未確定ですけども、必要だということは確認されておりますので、もう少し展示の方を詰めていきたいと思います。すみません、手が挙がっています。
体験的展示、よくハンズオンと言うのですけれど、そういうものを多く設けるというやり方は、狭い所では非常にいいことだと思います。また、体験型にする時、大きなものではなくて、このスペースから見て、小さく、なるべく物事を単純化して、理解を促すというやり方も非常に重要なことだと思います。そのためにはそれぞれ工夫をする必要があります。陳腐化しますと、なかなか子どもたちが振り返らなくなってしまいますのでそうならない工夫が必要だと思います。先ほどからの先生方のご意見を伺っていまして、そういう工夫は必要とは言っても、一方で来館者が触るとなると、思わぬことが起こりますので、ロバスト性も展示物には非常に重要であります。行ったけれどもいつも壊れてるという展示物は、無いよりもっとひどいということになりますので、県市には、ちゃんと予算を確保して、壊れないものをつくるようにしていく必要があります。先ほど手づくりというお話も出ていますけれど、手づくりでいいんですけども、強度のあるものにするためには、やはりプロの力を借りるという、こういう方針を取るべきではないかと思います。そのために県市には、科学館を持つからには予算をちゃんと確保するという姿勢を、ぜひ持つようにお願いしたいと思います。

これは別に高知県だけのことではないわけでございまして、他の県も科学館を持って、今日ご紹介のあったような展示物をちゃんと用意をして、それを更新をしているわけでございますので、県市にはよろしくお願いしたいというわけでございます。今日も申し上げましたようにJSTは巡回展というのをやっていますので、ぜひ支援をしたいと思いますが、よろしくお願いします。
他にご意見ございませんでしょうか。はい、どうぞ。
先ほどの手づくりをして帰る体験型のコーナーというお話も出ていましたけど、これは子どもたちが、その時間に来て何かをつくって、自分の力でつくってそれを家に持ち帰るという意味のことをおっしゃったんだと思います。こういう時には小さなスペースでいいのではないかと思います。

それから前から、出ておりましたけれども、科学展とか科学発表会とか、そういう開催をするような広いスペースのホールが欲しいというお話が出ておりました。今現在は子ども科学図書館の上の階のホールを利用してやっているんですけれども、１つお聞きしたいのは、今の図書館の検討委員会の方で、ホールができる予定はあるのでしょうか。それによって、また展示の、科学館の展示のことも面積が変わってきますので考えなければいけないと思いますが、そこら辺をお聞かせいただきたいと思います。
事務局どうぞ。
新図書館の検討委員会で、これからの図書館は生涯学習的なところにも力を入れなければならないということで、セミナーや関連する展示、研修会を開催するというようなことが構想されております。それに対応するスペースは確保していくという予定です。子どもさんたちの作品展の規模が今後どうなるかということにも関わりますが、一定のスペースは施設全体の中で確保して、研修会や講演会、セミナー、展示等は各施設が共用すればよいと思います。
ありがとうございます。他にご意見ございませんか。はい、どうぞ。
先ほど来、リニューアルの可能な展示というか、ものを考えていくというのは大賛成なんですが、もう１つあった自然に親しむという展示という点で、確かに高知市も県でも豊かな自然があって、それに子どもたちを親しみさせたいのですが、展示によってそれはなかなか難しいだろうと思います。そうすると館外教室、野外教室とかいうものが展示に代わるものとして考えられます。または展示というのは、あるコーナーにあって、例えば植物採集に行く前にちらっとオリエンテーション的な資料が展示されているという意味はあるかと思いますが、この科学館として野外教室を、もちろん活動ですし、これは展示とは言いません。活動として充実させていくことが一番いいことじゃないかなと思います。しかし、私たち今、実際やっているんです。春野運動公園でドングリ教室やったりするんです。高知城でも植物とかトンボとか捕る、すごくいいものがありますが、親御さんたちを含めて子どもたちの興味がかなり薄れています。そういう現実がありますので、だからこそ充実させていかないといけないんですが、自然があるあると言いながら、星もきれいです、海もきれいです、山もきれいですが、びっくりする程、子どもたちは離れてしまっています。それを全てここが背負うことはないにしても、この新しくできる科学館発で、自然の中へ飛び込んでいく体験そのものを経験できるプログラムが必要かなというふうに思います。

幸い近くに高知城がありますので、この高知城が１つの拠点になるようなセットというものが組めるかなと思います。そのためのパネル展示ぐらいは必要かなと思いますが、大きなもので展示では難しいかなと思いました。
ただ今のご意見は、その次の
はい、そうですね。
部分に、活動内容についてということに関連します。私も野外でいろいろ指導するんですが、野外へ行ったら子どもたちは疲れちゃって、「今日はしんどかったな」で終わっちゃうんです。それでは理科的なというか、科学的なものの見方というのはなかなか育たないです。やはり今日は一体何をやったんだろうかときちんと復習して、どんなことを勉強したか、どんな原因だったろうかということをやはり考える場所というのがどうしても必要です。これには野外でそこまでやるというのはなかなか無理なので、やはり復習を兼ねた、あるいは予習をする場所としてやはりこういう科学館なりが必要なのではないかと、私は感じている次第です。どうぞ。

「生命・宇宙、地球」は、科学館の大きなテーマになります。それで「生命」についてはとっかかりとして、科学館に展示をし、野外活動のいろいろな活動、今日ご紹介のあった高知自然学校構想との連携とか、そういうことをやることによって、補っていくわけなのですが、現在、生命に関する科学の最前線はどんどん細かいところにいって、分子生物学の世界に入っています。それで子どもであれ、大人であれ、分子生物学的な知識を得なければいけないという時代にきています。一方で分子生物学的な知識を得る方法というのは非常に限られていて、どうしても直接見ることが極めて難しいことになります。そうなると科学館で分子生物学、生命の根源に関するいろいろな展示、そして何か触って、先ほど私がご紹介したＱ＆Ａであるとか、何でもいいと思いますけれども、ただ単に見て、読むだけではなくて、アクションをとることによって疑問を解消していくというような工夫の展示物も設けていただくといいかと思います。

先ほどの副委員長のご試案の中の④は、「生命に関する科学から話題性に富み興味関心をおこさせるテーマについての展示」ということで、余り具体的には書き込まれてはおりませんけれども、このようなこともこれからは大切だと思います。とにかく他所では補えない知識だということです。
どうぞ。

活動内容にも入ってきますけど、もう一度高知自然学校構想の７ページのところですけど、７ページの右上のところにあげています博物館、大学、研究機関、企業等というところ、現在この四角い右の中から見ているわけですけど、体験学習とかいうところは、この科学館の単体では多分できないと思います。やはり最先端の技術に触れるというところが多分、機能、役割であって、それと同時にやはりそのフィールドの中で人材育成する仕組みとして、この自然学校、こういうネットワークと連携し合いながら行っていかないといけないので、全ての機能が入った科学館には多分できないと思います。だからこの高知自然学校構想、まだ構想でありまして正式にできたものではないですけど、並行してやはりこういう機能もつくっていかないといけないのではないかと思います。以上です。
ありがとうございました。他にご意見ないでしょうか。

　なかなかスペースがどうしてもネックになりまして、大変難しいんですけども、機能としては、いろんな分野があるんだけれど、それを順次手を変え、品を変え、時間を変えて展示していきたいということで子どもたちにいろんな興味を持ってもらいたいというのが本音ではないだろうかと思いますが、いかがでしょうか。余り大型の機械、体験型、議論としては体験型が重要ですよということは議論してきましたので、体験型は重要なんですが、余り大きな機械を入れてしまうとスペースがなくなります。あとで古くなった時に困って、メンテナンスができないという面がありますので、何を入れるかケースバイケースで考えていかないといけないと思います。古くなりますと、子どもは誰もふり向いてはくれませんので、それを交換しないといけないということになります。そういうことについてはきちんとした予算的な裏付けが必要だというご意見が出たと思います。

潮江にあるものも、後で使うために、ある程度は収蔵庫においた方がいいんじゃないかと思います。そういうスペースを何とか確保していただきたいと思います。それが前提じゃないと、なかなか展示というのはできないということをご議論いただけたと思います。後は手づくりの科学館ということになります。これは古い話ですけど、以前の高知市こども科学館構想の時にも出ました。どうしても手づくりの味でやっていきたいということでスペースもお金もないんだったら知恵を出しましょうという結論だったと思います。それは我々が知恵を出し合って後は子どもさんたちが何を望んでいるのか、あるいは学校の先生たちが何を望んでいるのか、そういう情報をきちんと集めて、それを体験型のいわゆる手づくりの科学館にしていきたいなと、私は個人的に思っているんですが、これまでのまとめとして、その辺でよろしいでしょうか。当然高知県のことですから自然環境というのは大事にしたいと思います。１つのテーマとして展示の一部に加えていきたいという意見がかなり強かったんじゃないかなと思います。どうでしょう。
くどいようですけど、この検討委員会のまとまった要望事項としてこの収蔵施設を何とかとりあえずでもいいですけど、展示利用を支えるための施設として並行して、完璧なものはまた将来になるかと思いますけれども、とにかくそれがないと始まらないので、これはつくるということの決議というのはおかしいですけど、皆さんの賛同を得て検討委員会の意思として確認していただきたいと思います。
大体このようなとりまとめで今までよろしいでしょうか。

それでは、ちょっと予定の時間を５分ほどオーバーしていますので55分からでよろしいでしょうか。それでは休憩を入れまして10時55分から再開したいと思います。
・－・－・－・－・－・－・－・－・（　休憩　）・－・－・－・－・－・－・－・－・
それでは時間になりましたので、議論を再開したいと思います。２番目の議事「科学館の活動内容について」に移りたいと思います。事務局より説明をお願いします。
資料７、科学（図書）館の活動内容についてをご覧ください。これまでの１回、２回で委員の皆さま方のご意見を踏まえまして、目指す科学館像といたしまして３つ考えています。子どもたちが科学への興味・関心を高め、意欲を育む体験型科学館、それから自然から宇宙・科学技術まで学び、探求心を育む科学館、そして３番目が本県の中核的な情報センターとしての科学館です。そういった科学館を目指すということで、具体的な目標といたしましては、子どもの科学の芽を育み、科学に親しむ環境を整備・充実するために、科学に興味・関心を持つ子どもに対して、さらに意欲を持たせ、本人の個性や能力の伸長を図るために、それから県内の自然科学系施設との連携を図るために、こういった３つの目標のために科学館でこれから行ってはどうかという活動内容についてまとめてみています。案でございます。

　まず展示活動のところでは、先ほどと少し話がダブルかもしれませんけれども、これまでのご意見を踏まえますと、自ら見て、触れて、体験することによって、科学の不思議に感動し、科学的思考が育成できるような参加・体験型展示の設置、それから理科実験の実演や科学ショーの上演などにより、言葉では理解しにくい科学の法則や原理をやさしく目に見える形で示し、「なぜ」から始まる子どもたちの探求心を育成、そういった展示活動をしていったらどうかと考えています。

　それから学習活動といたしましては、例えば登録制の子ども科学教室等の実施、土日における科学教室の実施のあり方ですとか長期休業中での実施のあり方についてご意見をいただきたいと思います。それから以前に教員ＯＢによるネットワークの支援体制はどうかというご意見が出ておりました。例えば科学教室等での技術・指導面での支援の仕組み、子どもたちの疑問の声に応えていく仕組み、そういったことについても少し、どういった支援体制がいいのか、どういった仕組みができるのか、ご意見をいただければと思います。それから大学との連携でございます。科学的なテクノロジーへの導入口として、芸西天文学習館や各大学の研究室と科学館との協働企画の実施、大学など研究機関と中学高校が連携した先進的な理科教育の推進、こういったご意見をいただいたと思います。

　それから情報提供といたしましては、県内の自然系博物館等とのネットワークの中で、本県の自然を理解する１つの拠点としての科学館のあり方、県内の自然系施設と科学館との情報共有のあり方、それから本県にあるたくさんの本物（自然科学系）が子どもたちに有効に活かせる仕組みの構築、こういった博物館のネットワークを構築していく必要があるだろうというご意見をいただきました。それから啓発・広報の仕方でございます。

　４番目が学校、家庭及び地域社会との連携ですけれども、学校との連携の中では、先ほどもありましたけども小中学校、今まで子ども科学図書館でやってこられた小中学校と連携した理科教育の推進ですとか、また高等学校との連携、それから高校科学クラブの拠点にならないかと考えています。科学館と学校を結ぶネットワークの構築、それから学校への機材の貸し出しや出前講座の実施、そういったことの連携も必要ではないかと考えております。それから地域企業との連携の中には、生活との関わりのなかで科学技術を捉え理解させるための工夫や本県の産業技術を理解させるために、産業化された製品や、製品開発の工夫を科学館で展示できないかとも考えています。また学習講座や実験教室等への企業からの人材派遣等のご意見をいただいたと思いますので、そこに記載しております。それから家庭との連携でございますけれども、科学をより身近に感じるために、親子で参加できる場の提供もございますし、それから子ども科学図書館の方でも、現在でも親子で学べる科学教室もやっているということでございますので、そういったところの開催ですとか展示の工夫ですとか、そういった内容もやっていく必要があるだろうと思います。

　最後がボランティアの育成でございます。前回も県民、市民が自分たちの科学館だから応援し、スタッフだけじゃなく自分たちも子どもを一緒に育てていくんだという思いを共有して、関われるボランティアの育成が必要だというご意見をいただきました。それから展示フロアでの展示解説や実験補助の運営支援等、多様な参加の場をボランティアの方々に設定しながら、ボランティアの人たちとも一緒になりながら科学館を育てていっていただくというような、県民の科学への気運みたいなものを醸成できるような場とならないかというようなことをまとめてみました。

これは全て今まで１回、２回目にご意見いただいたことをもとにまとめてみましたので、先ほどの展示のあり方等も含めまして、今後の本県の科学館の活動として何を中心に、何をしなければならないのか、ご意見をいただきたいと思います。
ありがとうございました。先ほどの議論を踏まえてさらに、この理想的なといいますか、目指す科学館像に近づくためにはどのような活動をしたらいいのかということについて具体的な提言をお願いいたします。あるいは留意事項でも構いません。できれば、皆さん全委員からご発言いただきたいと、私は感じていますが。どなたからでも結構です。

先ほど、体験型の学習が必要だとありましたが、これは室内でもできるわけですね。例えば化学的な実験とか、こういうのはかえって室内の方が望ましいというふうな気がします。もちろん野外の体験も必要です。どなたかご意見ございませんか。
活動内容ですけれども、現在子ども科学図書館で行われている中身をもっと拡大、充実させていくという方向がいいのではないかなと思います。いくつか考えてきたものの中には、来館者、これは不特定ということになります。そこへ見にきた子ども、親子連れ等になりますので、来館者に対して科学実験、デモ的な科学実験を見せたりとか、実際にやってもらったりとか、それから簡単な科学工作、そういったものをしてもらうというものがあります。これは時間を決めて「何時からこういうことをやりますよ」、「指導員さんが来て教えてくれますよ」という形での中身です。それから現在やっておられるような、登録している子どもたち、親子を募集しての科学教室であるとか科学工作の教室を連続して開催していくものです。これは土曜とか日曜とかになると思います。それから私たち高知市の理科部会がやっている諸々の夏休み子ども教室です。自由研究の仕方であるとか、標本に名前をつける会といったような会を開催、それから県市で行っている科学発表会、そういったものがあります。そして後、先ほどもありました高知公園、高知城なんかの自然観察会、近くですので、１回こういったものもあるよということでポイントを決めて説明した後で、フィールドワークをしてくるといったことも考えられます。それからこれももうじきあるんですけど、１月から２月に行っている高知市の科学展覧会、そういったものをやっていくことも考えられます。その他にプラネタリウムはこの前、お話がありましたのでそういった時期を変えてのプラネタリウムの上映をするであるとか、県の補助事業、いろんな産業とか科学に関する発明工夫展といったものも分散してやられていますので、そういったものをここへ持ってきて特設でやられたらどうだろうかとも思います。

後は教員の研究補助という形で、学習室等も多分入ってくると思いますので、そういったところで簡単な実験、講習であるとか工作、理科で使うような科学工作等々の講習会なんかも開いていけたらいいんじゃないかなというふうに思っています。これは当然、世話をしてくださる人とのセットということになりますので、何もかも私たちが今、つくっている理科部会であるとか、県の科学教育研究会、そういった団体が主体でやっていくということになると、かなり無理がきますので、やはり常時お手伝いいただく、またぜひそこで世話をしてくださる人がある程度人数が必要になってきますので、管理をしてくださる方が当然、ベースには必要ということにはなります。そういったことをちょっと考えました。
ありがとうございました。他にございませんか。
いろいろご意見を出されましたけれども、この登録制の子ども科学教室というのは、これは本当に大変有効だと、私たちは実感しております。４月に初めて入会した子どもたちが３月の、月１回の科学教室を継続的にやることによって、非常に子どもが育っていく過程をまざまざと見ております。初めは何もできなかった子どもたちが本当に伸びていくのが目に見えて感じられますので、これをとても大事にしていただきたいと思います。

　それから後ろの方に出ています親子科学教室、これは新聞の伝言板等で募集をするものですから、今まで子ども科学図書館がどこにあるか知らなかった親が、初めて子どもと一緒に来て、こんないい所があったのということで、その後、とても足を運んでもらったりというような事例もあります。この科学教室があることによって、その土曜日は非常に来館者が多くなります。お兄ちゃんに連れられて、お父さん、お母さん、下の小さな子どもたちも来館してくれますので、その子だけに関わらず家族全体が来てくれるというような形になりまして、教室のある土曜日とない土曜日を比べますと、教室のある土曜日は２倍ぐらいに来館の人数が増えております。

新しい科学館でもぜひこれを継続して、どうしても登録制の子どもは高知市に限られるかと思いますけれども、続けて大事にして実施していっていただきたいと思っております。
ありがとうございます。他にご意見。

意見なんですけども、子どもさんから親子連れとか、あと高校の科学クラブ、それから大学との連携、企業との連携ということで、子どもに限らず幅広い年代層に繋がっていく活動内容かなと思います。ぜひそれは進めていただきたいなと思うんです。先ほど子どもさんが来られたら、親子連れ、家族全体というふうになるという、非常に幅広く展開が広がっていくということなんですけれども、その場合、私みたいに高知県で１人ぐらしをしていて家族がいない、子どもがいないといった大人が、なかなか行けなくなるというようなことに陥りがちな気分も少しありまして、どうしても子ども、親子というふうになってくると高校生以上、小学生、中学生までは親しみやすい実験講座とかあっても、どんどん高校、大学、一般になってくると科学から離れてしまうということが往々にしてあると思います。そこは是非を問うことではないのですが、科学的な考え方や見方を持った市民を育てるという、もしそういう意味があるのであれば、一般の方、親子、家族に限らず多くの方が参加できるような取り組みというのもぜひ取り入れていただきたいなと思います。当然、実験もあるでしょうし、セミナーや研修というのもあると思います。特にここで地域企業との連携ということで、私は詳しく具体的には分からないんですけれども、恐らく高知県の中でも幅広くいろんな分野で関わりが出てくるところが多いんじゃないかなと思いますので身近な生活に密着したところでの科学ということで、ぜひ進めていただけたら私みたいに余り科学についての知識が乏しい人間も入口として入りやすくなるんじゃないかなと思います。一般的な親子、家族を中心としながらも、子どもさん、中学校を過ぎて以降も、科学からちょっと疎遠になりがちな年代以降も親しめるような企画、活動内容ということは、できればちょっと力を込めて言っていただければありがたいなと思います。
ありがとうございました。はい、どうぞ。
活動というと夢が膨らむんですけど、私、芸西天文台で星を時々案内していますが、熱心なのは大人なんです。もちろん芸西という所は高知市から１時間近く時間のかかる遠い所でして、夜間ですので、子どもだけで来るという環境ではありません。しかし、かなり高齢の方がなはり線を使って、列車でもおいでるという大変熱心な方達がたくさんいます。だから、今おっしゃったように、大人対象の科学講座というか、そういうものとか科学教室とか、子どものやる実験でも随分面白いものがたくさんありますので、シニア対象のそんなものも、大変好評を得るんじゃないだろうかと思います。

　私が思っていることを加えていいますと、１回出したことがあってちょっとと言われたんですけれど、星の観察設備というのが欲しいと思います。というのは、夜間の、ここの子ども館が開かれるかどうか、これは管理の問題があって分からないですが、少なくても先日あったような月蝕、これは夕刻でしたが、月が昇る時刻に月蝕が見えました。残念ながら雲がかかって見えなかったんですが、そういうものを屋上とか、道具があれば一番いいんですけども、観察する、または小学校・中学校で学習する、中学校では金星の満ち欠けを学習するはずなんですが、そういうことなんかも昼間にできます。惑星、月、そして太陽、これらは日中に観測可能な天体現象なんです。芸西まで行くということは、今言ったように遠いということがありますので、お城の下で十分見られる環境なわけです。そうしたものが可能な設備を整えて活動の中に加えていただけたらと思います。

　さらに申しますと、小・中と出ていますけど、中学生も高校生も大変忙しいんです。部活ということがすごく時間を取って、科学館なんかやっていてもなかなか来ていただけないです。しかしたまに来てくれる時があるんです。先週もありました。この話がありまして、プラネタリウムという設備が実は科学図書館にあるんです。古いものがありまして、それを組み立ててみようということで道具を組み立てまして天井からぶら下げてやりました。直径が３ｍぐらいの可愛いものなんですが、そうするといつの間にか土佐高校のサッカー部の子どもが５、６人来まして盛り上がりました。高校生というのは知的に高い分、興味も関心も高いんだということが分かりました。私も案内しながらのぼせ上がりまして、大変面白い、30分ぐらいかかったでしょうか40分かかったでしょうか、「また来てよ」というと「忙しいから来れん」と言いながら帰りましたが、そういう高校生の知的レベルというものに応えられるようなもの、そういう設備といってもなかなかないですが、中学生も含めて来ていただけるような活動を何か仕組めばできると思います。親子教室じゃなくて、小中学生のためのとか、そういうハイレベルのものがやれたらいいかなと思います。

もう１つ申しましたら、各イベントですね。よくやっているのは科学の祭典というのが有名で、大学を中心に全国でやっていますが、そういうものの会場にすることもできるし、そうすると社会人とか様々なNPOの方とかが、化学の実験を子どもたちに見せたりすることができます。宇宙の日というのもあります。様々、たくさんあります。そういう催し事ということで、スタッフ以外にたくさんの方に来ていただいて、出店的に開いて科学体験をさせるということができる場を活動とかを踏まえてやるという手もあるんじゃないかなと思います。
私事を言って非常に申しわけないんですけど、私、子どもの時、本当に幼稚園の時、小学校低学年の時、振り返ってみますとまさに原体験なんです。近所に鍛冶屋と自転車屋がありました。だから鉄をあんなに赤くして叩いたら形ができるというのを目の前でずっと飽きずに見ていました。それで出てきたのをグラインダーでかけたらきれいになっていきます。それから自転車屋さんでは、パンクした時にタイヤをどうやって外すのかを見ていました。中からチューブを取り出し、そこで空気を入れて水に浸けてパンクしちゅうところを見つけるんです。未だにしっかり覚えているんですね。こういう面では非常に低学年であればあるほど、原体験というのは非常に大事なことだと未だに思っているんですが、この出てきた資料の中で４番目の学校、家庭及び地域社会との連携ということで、家庭との連携ということがございます。これ実は非常に大事なことでして、幼稚園の生徒さん、小学校の低学年、最初から子どもさんが１人で来るはずがないんです。必ず最初は親御さんが何らかの興味を持って連れてくるということから始まるんじゃないかと思います。

　だから、そういう趣旨からいけば、親御さんが興味を持てるような動き方、これも大変重要なことじゃないかと思います。ところが親御さんが全く違った意味の関心というか、結構最近ありまして、いくつか例を挙げさせてもらいますと、ある団体で小学校に何かを寄贈しようという試みがありました。それで出て来た案が本を贈るということでした。ところが「へたに学校に不必要な本を贈っても意味がないよ」、「場合によったら逆に収納する所がなかったらかえって迷惑やないか」といった意見がありました。「学校と相談せぇ」ということが１つと、私も提案させてもらいました。「そんなことより一輪車を何台か贈ったらどう。あれは非常にバランス感覚を養うのでいいじゃないか」と言うと、学校から反対が出ました。どういうことかというと、それはどうぞ止めて欲しいということでした。もちろん一輪車に最初から乗れる人はおらんので、練習の段階で転んだり傷ついたりするわけです。そういうことが出てくると親から文句が出てくるということで、これについてはそういう発想があることにびっくりしました。ところがよく聞いてみると高校生の就職でも同じ様な親の意見が出てきます。親御さんが子どもが「こういう所へ行きたい」というと、親御さんが知らない会社であれば「そんな所やめちょけ」と言うようです。これは我々、現実に体験してきたわけですから、それと同時に家庭のしつけをせんといかんと思いました。家庭では、「おはようございます」、「ありがとうございました」、基本の教育もしてきてないんです。まず朝「おはようございます」の挨拶ひとつできないという高校卒業生が結構多いんです。

そういうところから企業で教育に入っているんですけど、そういうことを考えた時に、家庭の人に理解を求めていく、家庭の興味を持たすというのは非常に大事なことだと思うので、もちろんメインは子どもさんですけど、特に低学年、一番興味を持つ時分には親御さんが必ず主導して来るはずなので、そういうこともちょっと視点に入れられて活動のあれを考えていかれたらという気がします。
第１回目から大人も来て楽しめる科学館であるべきということを申し上げていますが、今のご意見があって意を強くしたんですが、この紙がだんだん完成していくということであれば、まず「目指す科学館像」の中で、大人という視点も顕在化ができるといいなと思います。①は子どもを中心に考えています。②は恐らく子どもも大人も含めてで、③はどちらかというと大人が中心になっていく傾向を持つのかと思うのですが、例えば「本県の県民にとっての中核的な情報センター」というように、大人を意識したテーマ付けをしてみたらどうだということをまず１点申し上げておきます。
　それから、（２）の学習活動のところで大学との連携ということを打ち出されています。今日朝から大学の影が薄いなと思っていまして、理系の大学はこういう科学館に対して、しっかりと支援をしていただかないといけないと思います。高知大学、高知工科大学と２つ理系の大学がありますので、そういうところの支援を十分やっていただきたいのです。それからここでもう１つ付け加えたいのは、大学生がこういう所に来て、ボランティアとして子どもたちに科学について教えるということです。教えるというのは体験型の展示施設の前でいろいろ解説したり補助したりということでいいと思いますけれども、そういうことによって理系の大学生が育っていく時に、研究室の中に籠もるばかりではなくて、外に向けて科学を発信していくという姿勢をつくりますので、将来研究者になったりエンジニアになったりした時の資質の向上になります。ぜひそういう大学生をボランティアとして活用する、もしくはできたら大学の教育の課程の中に入れて、そういうことも成果とできるような協力を求めるということを付け加えていけばと思います。

　それから３番目の情報提供のところは、拠点とか施設という書き方になっていますが、先ほどから出ています高知自然学校などの活動との連携、活動に対する情報提供とか、そういうネットワークづくり、このようなソフト的なものも含めてみてはどうかと思います。

　２ページ目にいきまして、（４）の学校との連携はもちろん、小・中学校だけではなくて高校の理数教育を推進する役割を、科学館は担うべきだと思います。一方でこれも第１回から主張していることではありますが、科学館が学校教育の代替施設になっていくということは避けるべきことで、学校は学校でできる範囲のことをしっかりとやった上で、それをもっと高度化する、発展させるために科学館があるという格好になって欲しいと思います。①は、「小・中・高」を入れて、学校と連携した理科教育の推進というのは、そういう意味合いであればよいわけなのですが、できればその辺をはっきりさせるために、「発展的な理科教育」とか、学校教育のプラスαだという意味合いがより強く出ていると趣旨に適うかなと思います。

付け加えて、インプリケーションとして申し上げたいのは、学校教育ではどうしても小中高と分かれてしまいます。昨日、私どもが支援している科学部の集まりがあって事例発表を聞いていたのですが、中学校・高校の６年制の学校の科学部で、中学校１年生に対して高校の１年生、２年生が理科の初歩的なことを教えるということをやっているということでした。どうしても小学校、中学校、高校と別れているとそういうことができないものですから、科学館は学校と切り離れて、高校生が小学生に理科についていろいろな知識を与えるとかいう、そういう縦構造をもった発展した集まりになりますので、小・中・高という校種に区切られないような活動を意識するということをぜひやっていただきたいと思います。以上です。
ありがとうございました。
ほぼ委員の皆さん言われましたので、私も大体同じ様なことを考えていますけど、ちょっと１つだけ確認です。目指す科学（図書）館像のところの②が第１回、第２回の資料と代わってきてますよね。第１回、２回目までは「最先端の科学技術に触れ、知的好奇心を育む科学館」となっていたのが、今回「自然から宇宙・科学技術まで学び、探求心を育む科学館」と、この２だけがちょっと代わっていますけど、これは別に問題はないと思いますが、これどういう経緯で代わってきたのでしょうか。
どうぞ。

２回目の時に、１回目も２回目もそうなんですけど、最先端科学技術だけじゃなくて、高知にはたくさん自然があるので、郷土の自然、高知の自然、自然から最先端までを学ぶということを何人かの委員さんがおっしゃいましたので、少し修正したしました。
それで代わったということですね。これでいいと思いますけど、その時にやはり具体的にどういう活動内容にしているかが大事だと思います。展示活動、学習活動とありますけど、これで今までにある機能で、５つの機能ということで育成機能、ネットワーク機能、学校教育連携機能、体験型機能、博物館機能ということがあげられていましたから、それを念頭に置いてやはり考えていかないと、抜けがあるというわけではないですけど、今回これは抜けはないと思うんですけど、並行して考えていく必要性があると思います。

　それで私は、やはりこの科学館は科学教育に関するセンター、拠点機能を発揮してもらいたいなということがあります。それから逆にいうと、いろんな展示内容からいろいろ要求されるものを盛り込んでいくと、そういう機能がだんだん薄れてきて、ボランティア育成とか、これも非常に重要なことですけど、そればっかり特化されてくると本来やるべき機能、役割というものがだんだん薄れてくるところを危惧します。やはりこういう具体的な活動内容に入った場合に、その指針となる今までにあげてました科学館像等、５つの機能であげていますので、これをしっかり頭においてもらって、選択機能、拠点教育機能としてどういう役割を果たしていくのかを考えれば、具体的な内容はこの書かれている１２の裏表の内容でいいと思います。

　それからネットワーク機能のところへいくと学習活動の中で大学は出てきていますし、多分４の学校教育の場合は初等、中等教育となってくるし、当然ながら全部が連携するところになっていますし、先ほど言われましたように学校教育は学校教育として高めて欲しいし、それを超えるより高度なレベルを知らしめるような拠点機能というものを充実して欲しいなと思います。

そういうところを大体見て感じましたけど、もう１度言いたいのは常にこの科学館の本来の役割、機能を念頭におかないと多分具体的なフェーズになってくるとだんだんそれが横道に逸れるんじゃないですけど、余りにも細かくなって本来の役割を果たしていけないのではないかと心配します。そういう意味で第１回目に、この機能のところをもう少し抽象的、客観的に見てみる必要性があるのかという意見、論理的にもう少し仕分けしてみる必要性があるんじゃないかということは意見として言わせてもらったんですけど、多分その作業をしながら、具体的な活動内容を決めていかないといけないのではないかと思います。以上です。
ありがとうございました。他にご意見ないでしょうか。
今、目指す科学館像の②についてお話をされていたので、言葉の使い方について気が付いたのですが、「自然、宇宙・科学技術」という３つの言葉が並んでいますが、かなり重複感があります。つまり宇宙は自然の一部でもあり、また自然、宇宙は科学の一部でもあり、技術も使われているということになります。例えば「生命から宇宙、そして先端技術までを学び」とか、日常技術でも先端技術でも技術だけでもいいと思います。そういうようにすると、言葉としてより整理ができるのかと、老婆心ながら思いました。
他にどなたかご意見はありませんか。

　この館、簡単に科学館とか図書館とか言ってますけども、ネーミングの問題がやはりどうしてもあります。子ども中心で大人も楽しめるということでずっと議論してきているんですけども、その辺が先ほどちょっと入り辛い面があるんじゃないかと、そういう懸念も当然出てきます。この辺はもう少し詰めていく必要があるかなという気がします。

　多様な意見が出ましたけどもどうでしょうか。私、感じるところは、皆さんの今回のご意見、本当に最もな意見だと思うんです。ただ問題はこれを生かす人材です。前半の議論でもありましたけども、解説してくれる人、いろんな現象があって、展示機器があった時に解説してくれる人が必要です。実は自然もフィールドに出ますと全くブラックボックスなんです。私のレベルでいきますと分からないんです。どこをどういじったらどうなるのかということが実は自然の場合は複雑すぎて分からないんです。いろんな土木事業もありますけども、やる時に専門家がシュミレーションするんです。ほとんど当たらないんです。パラメーターが多すぎて、どこをどういじったらどうなるのかというのが、実は分からないんです。自然もやはりそうなんです。そういうことをやはりきちっと解説してくれる人がいなければいくらいい構想、アドバイスをしても生きてこないと思います。私一番懸念しているのはそこなんです。専門的な職員を配置するのか、あるいは学芸員でも得意分野がいろいろありますし、あるいは全てボランティアに期待するのかというのも、それはなかなか難しい話だと思うんです。実際にボランティアでやってくれと頼まれると、やはり自分の時間を削っていくわけですから、かなり辛い面もあります。そういうことも含めて少し議論をしていかないとなかなか難しいんじゃないかと思います。

高知市の場合は現在科学図書館の機能を充実させてやっていきたいということなので、それはそれで非常に結構なことで、ものすごい活動をされています。これを県に広げた場合に、一体じゃぁどうしたらいいのかということについてもちょっとご議論いただきたいと思います。生命から宇宙までというお話もありました。これを県のレベルならどうしたらいいのかということについてご意見がありましたら、お願いします。
実は私もずっと気になっていました。今の県の案の科学（図書）館の活動内容については、下の方にある情報提供というところがあって、その②番に県内の自然系施設と科学館との情報共有のあり方とあります。私、小・中学生、特に小学生を頭に置くものですから、小学生の子どもたちと考えた場合に、この県市の合同の施設ができたとして、東部の方、西部の方、早くいえば中村市の方、安芸市の方、室戸の方、その子どもたちが科学を学ぶ場として、どうすればいいのかとずっと考えていました。一番いいのは高知県が東部に科学館、東部館というのをつくり、西部館をつくりしてそれがネットワークすれば一番いいし、例えば中村の子どもたちだったら中村の子どもたちが土曜日の休みの日にはそこへ行って学ぶという形になるわけですね。スタッフももちろんいるかもしれないけど、県から派遣していってある程度できるかもしれないと思います。それが一番いいんだけど、ないとしたら県下に全体を広がっていくと、とても難しいことで、スローガンを挙げても実際難しいので、ここに追手門の横にできたもの、これで全て終わりとしてしまうと、スローガンだけで終わっちゃうんじゃないかと心配します。少なくても何度か出てきた移動図書館、移動科学館いうことが出てきましたが、そこにスタッフが乗っていって地域のボランティアの方と一緒に活動する中で、スタッフを養成していくとかいうことが考えられます。県内に、子どもと限定した場合でも、子どもたちが科学に触れるために科学館をどう延長していくかということが難しいと思います。何らかの手を打たないと看板と違うものになってしまうということを思っています。一番いいのは支所、支部をつくることなんですけど、もし県の方にお考えがありましたら、お願いします。
いまのところ本当に具体的な検討はしていません。皆さまのご意見をいただきながら将来的に課題として考えていきたいと思っています。
私、実は高校で結構授業をやったことあります。サイエンスパートナーシッププログラムというのがありまして担当したんですけども、例えば県外に行く時に私だけじゃなくて、ティーチングアシスタントといいまして大学院生を連れていきます。大学院生を連れていって、「私が話してもしょうがないから君たちちょっと話しなさい」というと、高校生は実は大学院生の話はよく聞いてくれるんです。しゃくにさわりますが、これは年が近いこともあるでしょう。自分たちは高校生だから受験間近の子どもたちですから、じゃぁ大学では一体どんな研究をしているんだと興味津々です。そういうチャンスを例えばこういう科学館を利用して、高知大の学生、あるいは高知県立大もあります。そういうふうなところの学生さん、あるいは高専の学生さんに参加してもらって少し教育の真似事を体験してもらうと、それが実は非常に子どもたちにとっては大きな刺激になります。私なんかもよそに行っても本当にがっかりするぐらい、大学院生の方が実は人気があるんです。そういうことをぜひ生かしていきたい、そういう場がここではないかというふうな気がします。もちろん教育実習じゃありません。実際に担当する大学生にとっても、将来ものすごく役に立つことになるだろうという気がします。スタッフもできればたくさん揃えて欲しいんですけども、なかなかそこまではいかないでしょう。その時にやはり大学との連携というのは最先端の技術、あるいは学問的な成果、これを紹介してもらうだけじゃなくて、人的な学生をターゲットにした、そういう連携も実は必要じゃないかと思います。

　年末になってきますと工業高等専門学校の生徒を対象にした、ロボットコンテストなんかあります。あれ一体あとでどうなるのかなと、私前から不思議に思っていたんです。ああいうもの、例えば高知高専の生徒が作ったものをここで展示してもらうとか、そういうことは比較的楽にいくんじゃないかないう気はします。どこそこのお兄ちゃんが作ったんだから見にいこうかというふうな雰囲気をやはりつくっていきたいと思います。これは大学との連携、あるいは高専との連携です。あるいは一般の民間の企業との連携も実は可能じゃないかと思います。多少企業の宣伝になっても、これは実は県内の企業は世界トップクラスのことをやっているんだよというのはすごく大事なことだと思います。それもやはり郷土に繋がることだと私は思います。

他に何かありませんか。

科学館は社会教育施設であって、教育施設の学校とは別だと、これはその通りで学校とは別に発展していくべきものだと思いますけれども、本県にとって非常に少ない科学教育に関わりの持てる施設として、やはり学校も有効に利用していく必要があるのではないかと思います。これはできるかどうか分かりませんけども、今教育センターには理科担当の指導主事、あるいは研修主事が在籍しているわけです。かつて高知西高校の隣に教育センターが理科教育センターとして出発した時は、これは理科中心の教育センターとして出発したんですが、教材研究、教材開発ということを担当の先生方はそれぞれ指導主事さんが専門にやっておったんです。今は、そういう部分がほとんど教育センターではできない、していない状況になっているわけです。教材開発、教材研究について、今度できる科学館にそういう指導主事、研修主事の方が関わりを持てるようなシステムができれば、科学館の機材を使い、あるいは科学館へ来る子どもたちを前にして新しく開発した教材をやってみることができます。あるいは新たな教材を科学館のスタッフと一緒になって開発をすることもできます。一応、工作室もできますし実験室もできるという見込みがございますので、そういうふうな活用の仕方で、先生方の資質向上に役立てることができるのではないかと思います。その中で子どもたちにも、その過程の中でいろんな実験、体験をさせることもできるはずです。

　それから郡部との繋がりでいきますと、移動科学教室というものができればいいですけど、すぐにはそれは難しいということになれば、結局は郡部からわざわざ出てこないといけないですから、経費がどうなるかと、交通費の話もありました。しかし、遠足とかになるとこれは経費を別に出す必要はないので、高知市へ遠足に来るというのは小学生では、あると思うんです。例えば科学館を遠足の対象に選んでいただいて、プラネタリウムに寄って、実験をやって展示を見てというふうなことで遠足をやるというふうなことができれば、その時に、例えば科学実習実験を日ごろ郡部で、小さい複式学校でできないような実験をここの機材をもってこの科学館のスタッフの援助のもとにやるとか、その時に引率してきた先生も一緒になって指導するということが考えられます。アシスタントでもいいし、あるいは場合によっては日ごろ学校の授業でやっていることを自ら進んで指導者になって、科学館の施設でやることができます。その時は科学館のスタッフが逆にサポートするというふうな構図ができれば、それなりの活動、科学館の活用ができるのではないかというふうなことも思います。

　それから、科学館主催の観察会、採集会とかいうようなことも当然やっていいと思います。話は戻りますけど、先ほどの教材開発とか研究とかいうことになりますと、子どもたちが放課後とか土日じゃないと来られないという状況、高知市が仮に年１回は理科の学校外活動として、学校外学習として、少なくても生徒たちを連れてくるといったようなことをすれば、学校の授業時間の中で訪問するということも近郊の学校であればできないことはないと思います。そういうことがなければ放課後までは子どもたちは来ないと思います。館は一般の人かあるいは幼児とか、そのような人じゃないと利用できないということになると、かなりの空いた時間ができるわけです。そういう時間帯は当然スタッフにとっては実験の材料づくりであるとか、あるいは新しい教材の開発であるとか、あるいは展示物のメンテナンスであるとか、あるいは展示物を新たに工夫、工作する時間に充てるとか、あるいは標本類の維持管理に充てるとかいろいろそういう時間に充てられると思います。そういう中で学校の先生方も、先生方はなかなか離れにくいと思いますが、教育センターの研修主事とか指導主事の方であれば、教材研究を兼ねて館を活用というようなことができるのではないかと思います。

ただそのためには現在の教育センターの理科の指導主事、研修主事の活動内容をそういうことができるようにしてあげないと、他のことに忙殺されて自由に教材研究などに充てる時間がないとなれば、それはできないわけです。そういう教育センターのあり方と一緒に何かうまく工夫ができれば、人材という点でもそうそう理科に興味、関心のある人材が高知県にいるわけじゃないので、やはり理科の先生方をかなり当てにしないといけない部分があるのではないかと思います。そういう意味ではそういうようなことも１つの方法としては考えられるのではないかと思います。
ありがとうございました。たくさんの様々な意見が出て、まとまりそうにないと思うので頭が痛いのですが、私ももう一言言わせてもらいます。やはり高知県にこういう科学館があるということ自体、それに対して非常に意識が高い専門的な職員が配置されてないと、例えば標本を提供するにしても、やはり躊躇します。それから常に教材開発、これはやはり研究です。自然に対しても研究ということがなければ、科学館を置いておく意味が、実はないと私は思うんです。常に新しい情報を手に入れ、自分なりの研究テーマを持つという意識の高い、そういうスタッフがいないと機能しないのではないかと思います。我々もいろんな要求があります。私なんかは生物ですが、物理をやってる人とは、また違った意味の要求は当然出てくるんです。そういうものをこなして、実は前半の議論にありました解説する人の問題です。いろんな自然の現象、これを解説する、本当に大人にも子どもにも分かりやすく解説するという力量を備えたスタッフがいないといくらここで議論をしても空論に終わってしまう可能性があるんです。それが例えばさっきいったように、学生でもよろしいし、専門的な職員でもいいし、あるいは県なり市が委託したボランティアでもいいし、あるいはNPOでも私はいいと思うんです。そういういろんなたくさん出た、生命から宇宙まで、あるいはネットワーク、子どもから大人まで楽しめる、そういうものを絞った時に、きちんとお客さんに解説できる、そういう人がいないとこれは機能しません。例えば大学なんか非常に気楽といえば気楽なんです。専門分野で勝負するというのは大変楽なんです。実をいいますと。自分の世界だけでやっていればいいわけですからそれが１歩、こういうふうな席に出ますと、それは通用しません。学会の話なんかどうでもよろしいのですが、そういうところで、例えば最先端のところ、高知県の自然はどうなっているんですかと聞かれた時に、優しく分かりやすく解説するのが私は大学にいるものの務めではないかと思います。だからそういう人をうまく利用する、ネットワークをつくるというふうなことが必要ではないかなと思います。そのネットワークをつくるにしても、やはりいろんなことに興味がある人材でないと、なかなかこれは機能しないのではないかと危惧します。

　大都会の大きな科学館、博物館ですと常に充実したスタッフがおります。お客さまの中には解説する人をいじめてやろうと虎視眈々としてくる人がいるわけです。そんな人をきれいさっぱり反論してきちんと説明できる、それぐらいの力量のある人を揃えていないと、これは機能しないと思います。どういうふうにするのかというのは予算面も当然あるでしょうから、ここの場で決めることではありませんけれども、いろんな社会教育の場という位置づけで、様々な人を対象にした時に、きちんと我々が提示した内容を反映できるような、そういう人材を何とか確保していただきたいというのが私の希望ですが、この辺でよろしいですか。

今の委員長さんの意見に全く賛成です。もうちょっと突っ込んで話を分けて考えると、今おっしゃられたような専門スタッフ、研究者としてもかなり研究が深くされる、そういう方、そして科学教室とたくさんの催しものを企画される方も、そういう方はできると思います。それとそういう催しものに協力できる非常勤のスタッフが必要であろうと思います。それともう１つ、この館の維持管理、予算、そういったものを考える行政と繋がりの深い、そして来年、再来年と何年かに渡ってのいろんな形を考えていく、消耗品からそういうもの、ホールの使用管理等々含めて管理者としての常勤のスタッフも必要だと思います。ですから専門の研究者が１種類、それからそれに協力するボランティア等のスタッフが必要です。これは教員のOBであるとか現職の教員なんかも土日、長期の休みなんかであれば、活用できる部分もあろうと思います。それからそれとは別の館を維持管理していく、予算面をしっかり考えてくださるスタッフ、３種類が必要ではないかなと思います。

ついでに、もう１つ、やはり来てもらいやすい、今日駐車場のことも出ておりましたけれども、県全体をということになると、多少遠くから、今度新しいものができたから、お城の近くにできたから行ってみようかということで、遠くからこられた時に駐車場を探さんといかんと、そのうちに日曜日なんかと重なると全く止める場所がないので、もう今日は諦めて帰ろうかということにならないように、その辺は考えていただきたいということを思います。以上です。
ありがとうございました。事務局の方は当然、準備室なりをつくるというお考えはあるんでしょうか。
１つは図書館については県市で一緒になってやっていくのをつくる予定をしてございます。この科学館については、どうするかというところはまだはっきり決まっておりませんけれども、必要があればつくらなければならないと思っています。
最後まとめてください。
ちょっと気になった点ですけど、今まで、要は広くいろんな機能とか考えていますけど、いざ具体的にそれを実施していくことになると、選択する機能とか絞られてくると思うんです。その時にしっかりと「基準」を持つことが大事です。そのためには先ほども言いました機能について、これをしっかりした基準を持たないと、予算がないからこれにしてしまうとかいう形で、ただ入れてしまわれると全体が機能しなくなりますので、ぜひしっかり取捨選択機能を持って欲しいなと思います。今は太っ腹でいいですけど、大風呂敷を敷いていろんなことを考えていますけど、多分これを絞っていかないといけないと思います。その時の選択基準を我々がこれから検討していく時に考えていかないと、ただ言い放しになってしまうなということを危惧しています。以上です。
恐れ入ります。時間がないので一言だけ申し上げます。冒頭から、こういう体験型の科学館を目指すからには人が大切だということを申し上げておりました。また、先程、つくるからには予算の確保の覚悟をと申し上げましたけれども、県市には人の確保の覚悟もよろしくお願いしたいと思います。もう１つ、学校教育とすみ分けをと申し上げているのも、えてしてこういうものをつくる時に、新しい施設だけど人がつかないから、学校教育、例えば理科の指導主事を科学館に置くことにしましょうといって動かしてしまうようなことが起こりかねないのです。そうなりますと、結局、学校教育を傷めて科学館をつくるということになりますので、学校教育の機能を弱めないようにして、なおかつ科学館をぜひ高知にはつくっていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。
本当にいろんな意見が出て、ちょっとまとめようがない、羅列ぐらいのことしかできないような状況です。それだけ期待が大きいということの現れだと思います。

いろいろ貴重なご意見ありがとうございました。大体意見が出揃ったと思いますので、今日の議論はこの程度で終わりたいと思います。よろしいでしょうか。
本日は年末、本当に押し詰まった段階での３回目の検討会を開催させていただきました。お忙しいところご出席いただきまして、本当にありがとうございました。中身につきましても、展示物、活動、様々ご意見が出てまいりまして、だんだんとイメージができつつあるのかなと思いますと同時にやはり現実の話になってくると、なかなかたくさんのご意見をいただきましたが厳しいところもあるなということで、少し頭を巡らしているところでございます。次回までにはまたもう少しイメージしたものをご用意させていただきたいと思いますので、どうかよろしくお願いします。本当にありがとうございました。
（閉会）
・－・－・－・－・－・－・－・－・（　終了　）・－・－・－・－・－・－・－・－・
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